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12月24日発売
…取ミｔ一緬

。
『
宇
治
市
史
』
第
五
巻
が
い
よ
い
よ
二
十
四
日
か

ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

第
五
巻
は
、
宇
治
川
東
部
地
域
の
生
活
と
環
境
を

地
理
・
歴
史
・
民
俗
の
諸
資
料
に
よ
っ
て
立
体
的
に

と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

状印朱の長信田織たし３どんあく堵安を庄ヶ五領家衛近

私
た
ち
の
宇
治
に
と
っ
て
、
市
双
が
果
し
て
き
た
役
割
を
見
す
え
、
こ

の
ほ
ぽ
中
央
を
貫
く
宇
治
川
の
流
れ
の
大
河
に
よ
っ
て
東
と
西
に
分
か
た

は
、
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
れ
た
二
つ
の
地
域
の
立
地
条
件
や
生

多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
活
史
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

た
。
そ
れ
は
、
各
時
代
の
。
歴
史
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
「
生
活

景
観
‘
の
移
り
変
り
を
明
ら
か
に
し
と
環
境
」
と
題
す
る
今
回
の
第
五
巻

て
き
た
既
刊
の
『
宇
治
市
史
』
第
一
お
よ
ぴ
次
回
の
第
六
巻
で
す
。

巻
か
ら
第
四
巻
を
貫
く
太
い
き
ず
な
地
域
編
と
も
い
う
べ
き
第
五
・
六

で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
巻
は
。

い
わ
ゆ
る
既
刊
四
冊
の
通
史
編
に
田
地
籍
図
と
航
空
写
真
の
対
照
に

一
応
の
終
止
符
を
う
っ
た
現
在
、
こ
よ
り
、
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
る

こ
で
視
点
を
変
え
、
今
一
度
宇
治
川
景
観
や
開
発
の
あ
り
方
を
な
が
め

た
「
景
観
と
環
境
」

f
i
地
一
Ｋ
に
関
わ
り
の
深
い
古
文
書

や
古
記
録
を
読
み
下
し
て
各
地
区

の
歴
史
を
浮
き
彫
り
に
せ
ん
と
し

た
「
生
活
と
文
化
」

圓
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
行
事
や
風

俗
・
習
價
・
信
仰
あ
る
い
は
地
名

由
来
な
ど
を
収
集
し
、
先
人
の
生

活
意
識
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ

'
Ｃ
Ｍ
Ｊ
し
た
「
―
」

と
い
う
＝
頑
に
よ
っ
て
各
地
区
が
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
地
域

の
生
活
に
即
し
た
こ
の
第
五
・
六
巻

は
、
お
そ
ら
く
従
来
の
地
方
史
編
さ

ん
に
と
も
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
’
史

料
編
″
と
は
、
全
く
趣
を
異
に
し
た

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
到
口
し
た
第
五
巻
「
宇
治
川

東
部
の
生
活
と
環
境
」
は
、
地
域
的

に
笠
取
の
山
間
部
と
、
宇
治
川
東
畔

の
平
野
部
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
間
の
村
々
で
は
、
そ
の
厳
し
い
自

然
条
件
の
か
と
で
、
林
菜
を
中
心
に

狭
少
な
耕
地
を
拓
り
開
く
こ
と
で
維

持
さ
れ
た
生
活
の
実
相
、
山
村
特
有

の
信
仰
や
牛
居
意
識
の
一
端
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

宇
治
川
の
流
れ
に
生
活
の
多
様
性
を

ゆ
だ
ね
、
村
の
な
か
を
通
る
幹
線
道

路
に
活
動
の
広
さ
を
求
め
た
東
畔
の

村
々
に
お
い
て
瓦
四
様
で
す
。

各
地
区
ご
と
に
収
録
さ
れ
た
史
資

料
は
、
今
い
ち
ど
、
各
地
域
の
開
発

と
保
存
の
問
題
奎
瓦
、
先
人
の
生

き
ざ
ま
な
り
、
生
活
の
移
り
変
わ
２
>

を
み
つ
め
な
お
す
素
材
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
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Å
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装
箱
入
約
八
三
〇
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・
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四
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円

・
申
し
込
み
先
・
・
・
市
史
編
さ
ん
室

な
お
、
品
切
れ
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
第
一
・
二
巻
が
増
刷
さ
れ
、
現

在
で
は
全
巻
が
そ
ろ
い
ま
す
。
各
冊

と
も
頒
布
実
費
は
四
千
円
。
第
三
巻

の
残
部
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
の
で

連
絡
は
お
早
目
に
。▼移

ｙ
″
年

面
月
来

全
1
0
は

の
ぐ
舎
Ｏ

校
始
校
み

学
開
て
込

小
事
建
見

二
階
の

第
紅
四
成

道
改
完

１
禦

▲
宇
治
高
野
球
部
が
甲
子

園
へ
初
出
場
。
京
都
大

会
で
初
優
勝
し
バ
レ
ー

ド
す
る
ナ
イ
ン
（
七
月

三
十
日
）
。
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でまさげかお

局話電報電治宇今

の
・
話
立
と

方
た
電
に
・
す

様
し
・
役
す
で

皆
ま
報
お
ま
み

の
り
電
も
し

民
な
い
で
た
込

市
と
よ
し
い
し

｀
入
り
少
い
申

目
加
よ
に
願
お

年
万
た
展
お
の

2
9
5
し
発
を
前
・

ら
で
着
の
援
日
す

か
月
密
層
支
０
ま

て
1
2
に
一
ご
。
■
一
。
り

し
年
域
の
の
３
な

生
5
4
地
会
層
ｘ
ｒ

誕
ヽ
も
社
一
は
剖

が
が
と
域
ヽ
電
Ｉ

局
数
後
地
で
祝
狗

話
入
今
｀
の
の
励

電
加
・
し
す
Ｊ
＝

報
話
す
ざ
ま
ウ
円

電
電
ま
め
り
ト
○

治
で
げ
を
お
デ
５

宇
力
上
上
て
１

に
協
し
向
え
メ
ー
一

年
ご
申
の
考
吋

2
5
と
礼
ス
と

和
解
御
ビ
い

昭
理
＜
一
た

ｆ

ご
厚
サ
ち
…
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ｑ
″
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▼

79
宇治市のあゆみ

四
月
に
は
、
激
戦
の
う
ち
三
十
二
人
の

新
市
議
誕
生
。
八
月
は
宇
治
高
が
甲
子
園

に
初
出
場
、
市
の
人
口
も
十
五
万
人
台

へ
。
ま
た
、
念
願
の
休
日
急
病
診
療
所
が

市
役
所
前
に
オ
ー
プ
ン
。
十
月
か
ら
は
菟

道
第
二
小
学
校
全
面
移
転
改
築
工
事
は
じ

ま
る
。
そ
よ
か
ぜ
号
新
車
に
Ｉ
。
と
さ

ま
ざ
ま
な
足
跡
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。
一
方

財
政
自
主
再
建
計
画
も
市
民
の
ご
協
力
に

支
え
ら
れ
、
円
滑
に
遂
行
で
き
る
と
と
も

に
計
画
期
間
を
一
年
短
縮
す
る
見
込
み
を

得
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
「
国
際
児
童
年
」

で
し
た
。
市
も
少
年
少
女
合
唱
団
の
結
成

や
子
ど
も
模
擬
議
会
の
開
催
な
ど
に
取
組

み
ま
し
た
が
、
今
後
も
子
ど
も
を
尊
重
し

大
切
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご

１ ５

皿
一

’
一
一
Ｅ

１１ １ １
匹
匹
匹

１
１

１
２

１ １ ７

一

匹
詣
偕
瀧
Ｊ

■

回
五
鸚
‘
■
嘔

¨

一
一
一
‘
‥
’
‐
‥
・
‥
・
‥
‥

一

1 1
一

一
一

…
…
…
・
・ …
…
…

］
¨
。
’
゛
¨

｀
ｙ
‥
¨
一

1 1
1
1
。

曇
劃
櫛
麟
鰯

一
。

・

一
一
一

一
一 一
・ ・・

｝］
一一

。¨ 一一 一
一

一
｝一

一
｛

一

一
一 一

一
・

｛

¨
・

｛
¨

｛
・・

・・
¨

｛

一
一 一 ｝
一 一一一 一

一¨
¨ 一

¨
・

・ 一
一

¨
｛

¨
｝
¨

一

一
・
・
・・ 一

一

・
］
・

¨
・・

・
・ ・

・
］

¨
・・・

¨
一
¨
¨
］

］

¨・
¨一

・

・ ｛
｝ ｛

・｝・
・

¨ ・
・
¨

・

］
一

三
大
大
大
い
に

皿

¨
■

皿

‥
‥
・

・
‘

⑤
証
Ｅ
一

…

…

一

一
一一

謳

…
…
…

1
1

1
1

1
1
1 1

1
1
1
一
一

一
一
’

レ
ピ
に
灰
に
爪
琵
に
総
説
大
大

¨
｝

¨ 言
琵
に
心

’
゛
一
’

ｙ

‥

鯉

ｍ

に

’

四
匹

宇治市史
第五巻

臨
ｋ
ど

ｒ

“
一

‘
４
Ｌ
い

タ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
冨
’
″
″
’
■

’
礁
■

■
’
¨
‘

Ｊ
…
。
？
■
一

¨
‘ ”
■
■
’

皿
。
゛
。
’
‐
’

．
ｙ
‐

朔

■ 一
■
■
■
■
■
‘
■
■
一
‥
¨
一
■
Ｅ

■ 一
匹

‘
¨
¨
゛
¨
’
■
■
゛
¨
一

‥
｀
一
Ｉ
四
一

碩

Ｊ
‥

“ ’

■
‘
■

m
m

■

一
・
’

¨ …
…
…＾
・
…
…
…

¨

¨
■
■

］
■

■

■ 。
一
■
■

’ 。

■
］ ■一

｀
一

■ 一
¨
” ｗ

‥
’
■
‐
。
。
｝
‥
■
。
．
Ｊ
゛
万
端
四
・

‘
¨
… …

…

Ｅ
一一

゛ ・
｀ ■

一
゛
舛
’

・
…
…
。
一
に
・
爾
一
“

一一
゛ ■

｀

一

＾
一
｛

‘
゛

¨
一

…

…
゛

■
ｎ
ｍ
皿

一

匹

¨

宍
■
。
ｇ
¨
’
■
詣
一
、

ｉ
’
．
Ｊ
・
一
‐
・
・

…
…
一
一
一■ 一

一
…

…一
ヽ

｀ 一

゜

’

■ 一
一
一
一

■・

■
゛

一
…
…

¨
゛
・

｀
゛

一
″

一
゛
゛
¨
一
一
゛
｀
一

…
…

…
…
…
。
一

一

・ ・
・ 一

一
』

・
■

‘ 一 一

一
■

一

―
一

…
…・

’ 一
・

『
一
一

一
。・■
ｍ

１ １ １

’

唾

■
｀

一

一
一

麟

一

・■
綴
…

…

ｆ

“

■

…

…
・

。
。
一
一
。
■
ｊ’ Ｅ

一
…

…
…
一１ １ １ １

゛ ・ 一

一
皿

一

…

…

一

｝
一 一

一
¨
四

¨
・

一
一

¨
一

¨ ・
回

・
一

一

＾
¨
一

¨
゛
｀

四
。

・ 。
。一

一
¨

一
５

Ｖ

’
r
-
Ｔ
ｍ
Ｍ
-
1
"
ｍ
ｉ
^
K
｡
■
｀
、
。
’
‥
¨
・
‥
四
‥
・
・
’
‥
一

■ 『
お
■
■
露
匹
四

－・
一

一一

一

一

一＝

ＩＩ

｀
－
－
・
ｉ
。
『
。
Ｊ
；
ｆ
Ｓ
ｌ
‘
。
く
1
1
1
．
｀
Ｉ
ノ
Ｊ
Ｉ
■
一
一
‘
一

・
■
■
’
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’
■
―
；
ｉ
”
‘
ｉ
’
｀
’
■
■
・

一
ｊ
－
４
－
Ｉ
・
１
／
Ｉ
Ｉ
ｉ
■
・
1
7
1
L
I
″
、
Ｉ
ｄ
ｌ
Ｍ
‘
；
’
ｇ
．
一

昌
昌
目
喜
目
彗
目
目
悶
悶
尋
目
悶
回
冒
岡
目
回
目
蔓
訓
則
四
則
圖
圈
昌
回
目
回
目
贈
Ｍ
日
雪
尋
目
回
雪
回
昌
回
目
回
暑
圖
昌
目
回
回
目
冒
自
回
目
回
目
】
彗
Ｍ
Ｍ
一
回
醐

」！・】

一

一



市
役
所
の
業
務

四部

2
9
日
か
ら
３
日
ま
で
休
み

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
っ
て
、

一
段
と
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
年
末
の
市
役
所
の
一
般
菓
晋

は
1
2
月
2
8
日
で
終
り
ま
す
。

市役所連絡所

りよｒｉ

年
末
に
な
る
と
、
戸
籍
の
謄
・
抄

本
や
印
か
ん
証
明
の
交
付
、
税
務
な

ど
の
窓
口
関
係
の
仕
事
は
た
い
へ
ん

混
み
合
い
ま
す
。
ご
用
の
あ
る
人
は

い
ず
れ
の
商
店
も

一

1
2
月

2 8
日
～
１
月
４
日
は
取
扱
い
ま
せ
ん
．

名

ｎ

０
.
店
店
店

Ｍ

り

計

書
書

翼

蕪
ま

．
店
加

あ
松
岩
志
黄
荒
小

５
３

り

３
３
３
３
ｊ

前
り
街
扉
い
東
附

所
駅
通

隣

店

0 0
向

0 0

脆

い

ご

能

I
l
l
倉
島

紫

拍
開
幡
幡
京
ヶ

俘

野
勢
ぐ

小
槙

ぐ

羽
伏
木
木
ぐ
五
広
伊

．
Ｈ
‐
．
り
り
Ｕ
ａ
り
ｕ
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
‘
．
μ
．
．
μ
．
り
り
Ｉ
。
り
り
・
．
り
・
り
゜
り
り
・
ａ
・
ａ
．
り
・
．
・
ａ
り
Ｈ
ａ
．
・
ａ
り

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
出
生
届
や
死
亡
届
、
婚

姻
届
、
離
婚
届
は
休
み
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
ま
た
、
会
計
課
の
支
払

い
も
同
じ
ぐ
2
8
日
ま
で
で
す
の
で
、

支
払
通
知
奮
を
受
け
と
ら
れ
た
人
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
役
所
連
絡
所

商
店
の
ご
協
力
で
開
設
し
て
い
ま

す
市
役
所
連
絡
所
の
年
末
の
取
扱
い

は
各
連
絡
所
と
魚
貨
2
7
日
ま
で
で

新
年
の
取
扱
い
は
１
月
５
日
か
ら
で

す
。住

民
票
や
母
子
手
嘸
な
ど
は
、
直

接
市
役
所
へ
出
向
か
な
く
て
も
、
連

絡
所
へ
申
し
込
ん
で
取
り
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

市
民
図
書
室

な
お
、
市
民
図
書
室
は
、
1
2
月
2
8

日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
休
室
し
、
６

日
か
ら
開
室
し
ま
す
。

休
日
急
病
診
療
所

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、
年

末
年
始
の
間
、
1
2
月
3
0
日
か
ら
１
月

８
日
ま
で
開
き
ま
す
。
急
病
の
時
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
年
末
年
始
の
診
療
日

1
2
月
3
0
日
（
日
）

1
2
月
3
1
日
（
月
）

１
月
１
日
（
火
）

１
月
２
日
（
水
）

１
月
３
日
（
木
）

な
お
、
1
2
月
2
3
日
（
日
）
、
１
月

６
日
（
日
）
も
平
常
通
り
開
き
ま

す
。

▽
所
在
地
・
：
宇
治
市
宇
治
下
居
1
3
の

２
（
宇
治
市
役
所
の
向
い
側
）

（
電
話
０
４
６
３
０
番
）

▽
診
麿
営
７
内
科
・
小
児
科
・
歯

科

▽
診
療
時
間
・
・
・
午
前
1
0
時
か
ら
正
午

と
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

▽
受
付
時
間
・
・
・
午
前
９
ｉ
５
･
o
分
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

半
ま
で
。
な
お
、
診
療
を
受
け
ら

れ
る
人
は
「
健
康
保
険
証
」
を
ご

持
参
ぐ
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

製
導
器
営
む
み
な
さ
ん
、
今
年

も
恒
例
の
「
工
業
統
計
調
査
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

1
2
月
3
1
日
現
在
で
の
調
査
の
た
め

年
末
年
始
の
お
忙
し
い
中
を
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
か
、
ご
協
力
ぐ
だ

さ
る
■
Ｍ
'
Ｍ
？
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
壷
に
よ
っ
て
、
全
国
の
製

造
菓
の
実
態
や
活
動
の
現
状
が
明
ら

か
に
な
る
ほ
か
、
調
査
の
結
果
は
、

今
後
の
国
や
府
・
市
の
諸
加
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

景一一四

す
。

（
企
画
課
）

固
定
資
産
税今

月
は
納
期

1
2
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
分
の

納
期
月
で
す
。
市
役
所
納
税
課
か
近

く
の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
督
促
状
や
催
告
状
で
通

知
し
て
い
ま
す
が
、
納
め
忘
れ
等
で

未
納
税
金
が
あ
る
方
も
至
急
納
め
て

く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

学
校
栄
養
職
員

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
栄
養
職

員
（
栄
養
士
）
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募

集
し
て
い
ま
す
３

ご
希
望
の
方
は
、
市
販
の
履
歴
Ｓ

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宇
治
市

教
育
委
員
会
総
務
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

医
療
関
係
者
は年

末
届
出
を

医
療
関
係
に
従
高
さ
れ
て
い
る
人

や
、
次
の
資
格
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

人
は
、
毎
年
1
2
月
3
1
日
現
在
の
就
菜

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
法
律
に
よ
っ

て
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
は
、
国
や
京
都
府
が
有

資
格
者
の
実
態
を
把
握
し
て
、
医
療

行
政
や
公
衆
衛
生
行
政
を
す
す
め
て

い
く
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま

す
。あ

て
は
ま
る
人
は
、
も
れ
な
く
届

出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

顕
届
出
薦
務
者

▽
医
師
▽
歯
科
医
師
▽
薬
剤
師
▽

保
健
婦
▽
看
護
婦
（
士
）
▽
准
看

謨
婦
心
士
）
▽
助
産
婦
▽
歯
科
衛

生
士
▽
歯
科
技
工
士

な
お
、
届
出
先
は
、
歯
科
衛
生
士

と
歯
科
技
工
士
に
つ
い
て
の
み
京
都

府
衛
生
部
医
療
課
で
、
そ
れ
以
外
の

人
は
保
健
所
で
す
。
樋
崩
限
は
い

ず
れ
も
来
年
１
月
1
5
日
ま
で
で
す
。

（
京
都
府
）

｀″
｛

｀Ｓ

年

始みん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月

００只
）

お
正
月
の
香
り
漂
う

ぉ
せ
ち
料
理
講
習
会

1
2
月
1
3
日
．
宇
治
労
働
セ
ツ
’
ル
メ
ン
ト
で
、
お
せ
ち
料
理
講
習
会
が
開
か
れ
、
料

理
研
究
家
星
野
美
智
子
さ
ん
の
指
導
で
．
3
7
人
の
参
加
者
が
1
1
種
類
の
料
理
の
つ
く

り
方
や
コ
ツ
を
習
い
ま
し
た
．
【
写
真
は
、
講
師
の
実
演
に
見
入
る
参
加
者
】

年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
つ

け
込
む
の
が
恐

し
い
火
災
で
す

こ
と
し
も
、

来
年
１
月
1
0
日

ま
で
、
『
無
火

災
で
す
ご
そ
う

年
末
年
始
』
を

合
言
葉
に
、
火

災
予
防
を
強
化
し
ま
す
の
で
、
次水道管も保温を

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
職
場
で
は
〕

ｍ
防
火
管
理
の
徹
底
（
と
く
に
休

火
災
予
防
の
Ｐ
Ｒ
を
実
厖
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
家
庭
で
は
〕

火
災
ゼ
ロ
で
新
年
を

業
中
の
防
火
管
理
）

②
消
防
用
設
備
等
の
点
検
整
備

朗
放
送
設
備
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

冬
至
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で
Ｉ
寒
波

も
一
段
と
畝
し
く
な
り
、
こ
れ
か
ら

が
冬
本
凭

水
道
管
の
多
く
は
戸
外
に
あ
り
、

寒
さ
の
た
め
に
凍
紬
し
た
り
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
早
め
に
保
温

材
を
巻
き
付
け
る
な
ど
し
て
保
温
を

し
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
保
温
す
る
に
は
手
近
な

も
の
と
し
て
、
布
や
市
販
さ
れ
て
い

る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま

川
暖
房
器
具
の
使
い
方
は
、
取
り

扱
い
か
ら
後
始
末
ま
で
十
分
庄

意
し
て
く
だ
さ
い
。

す
。
こ
れ
ら
を
露
…
円
し
て
い
る
水
道

管
に
巻
き
付
け
、
そ
の
う
え
に
ビ
ニ

ー
ル
を
巻
い
て
水
に
濡
れ
な
い
よ
う

に
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
遭
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て

水
が
出
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
凍
っ

た
部
分
に
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
う
え

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か

け
る
と
水
道
管
が
割
れ
ま
す
か
ら
絶

対
に
か
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

○
場
所
は
危
険
で
な
い
か

○
器
具
は
安
全
か

○
使
い
方
は
再
し
い
か

○
あ
と
始
末
は
完
全
に

S
3
子
Ｕ
ｉ
)
の
火
遊
ぴ
の
防
止

マ
″
チ
ラ
イ
タ
ー
は
子
ど
も
の

目
の
と
ど
か
な
い
よ
う
に
。

即
外
出
、
お
や
す
み
前
の
火
の
元

点
検
を
。

（
消
防
本
部
）

だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
管
が
破
損
し
た
と
き

は
水
道
の
公
認
茉
者
へ
連
絡
し
修
繕

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
水
道

管
の
破
損
や
凍
結
な
ど
の
故
障
が
生

じ
た
と
き
は
、
公
認
業
者
の
当
番
表

に
も
と
づ
い
て
、
近
く
の
菓
者
に
直

接
、
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
水
道
部
）
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ｏ
く

新
春
の
催
し

成
人
の
日
の
つ
ど
い

新
し
ぐ
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
祝

い
、
お
互
い
に
喜
ぴ
あ
お
う
と
、
来

年
も
『
成
人
の
日
の
つ
ど
い
Ｓ
が
開

か
れ
ま
す
。
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
成
人
を
迎
え
る

育
年
を
中
心
に
客
行
委
員
会
が
準
備

を
す
す
め
て
お
り
、
当
日
に
は
楽
し

い
催
し
を
φ
Ⅲ
し
て
い
ま
す
。

午
前
９
時
半
に
市
役
所
前
に
集
合

し
、
京
都
市
の
桃
山
御
陵
方
面
へ
約

６
μ
歩
き
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
人
は
罹
装
で
直
接
市

役
所
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
午
後
１
時
ご
ろ
に
現
地
で
解
散

し
ま
す
。
（
蜀
大
中
止
）

宇
治
市
少
年
補
導
協
議
会
で
は
、

八
〇
年
代
の
ス
タ
ー
ト
事
業
と
し
て

１
月
1
5
日
（
祝
）
午
前
９
時
か
ら
午

≫
:
:
;
:
:
;

ｅ
ｋ
ｅ
一
4
1
1
1

．
ａ
こ

‘ こ

後
３
時
ま
で
市
民
会
館
と
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
、
新
春
子
ど
４
>
Ｋ

会
を
開
き
ま
す
。

★
か
る
た
大
会
＝
・
百
人
一
首
の
パ
ラ

取
り
や
源
平
戦

★
将
棋
大
会

参
加
希
望
の
人
は
、
１
月
６
日
ま

で
に
子
供
会
の
各
支
部
長
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
協
議
会

長
神
谷
昭
三
さ
ん
（
０
０
１
９
８

番
）
ま
た
は
社
会
教
育
課
（
⑩
３
１

４
ｔ
番
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

▽
と
き
・
・
・
昭
和
5
5
年
１
月
m
日
午

後
１
時
～
４
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
中
学
校
体
育
館

▽
内
容

・
式
典

・
記
念
講
演
・
桂
枝
雀
さ
ん

・
や
し
き
た
か
じ
ん
夢
い
ら
ん

か
ね
７

恒
例
の
消
防
出
初
式
は
１
月
７
日

心
月
）
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
宇

治
川
搭
の
島
一
帯
で
行
な
い
ま
す
。

当
日
は
、
消
防
軍
の
パ
レ
ー
ド
が

午
前
９
時
半
に
市
役
所
を
出
発
し
、

宇
治
橋
通
り
↓
県
通
り
↓
場
の
島
の

コ
ー
ス
を
通
り
出
初
式
の
開
始
を
知

ら
せ
ま
ず
。

こ
の
あ
と
、
優
良
消
防
団
員
の
表

式初出の年昨

M
v
Ｕ
-
委
員
会
で
は
、
ひ
と
り
で
も
’
彰
、
署
員
の
訓
練
、
自
衛
消
防
隊
に

－
ｒ
／
』
Ｃ
フ
ｐ
こ
ノ
ー
４
。
１
ヨ
『
Ｊ
一
ノ
一
Ｃ
Ｍ
I
一
ノ
ー
Ｊ

＜
阻
』
；
咄
釧
こ
き

2

1
顕

＾

て
；
何
ぷ

Ｉ

－
Ｉ
Ｉ
一
回
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
曇
Ｉ
Ｉ
・
一
ｉ
ｌ
一
1
1
1
1
1
1
1
1
a
l
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9
一
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
自
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
欄
1
1
1
1
1
1
1
a
l
l
自
Ｉ
Φ
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
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1
1
1
1
1
1
一
一
―

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
快
適
な
お
正
月
を

迎
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
燃
え
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は

十
二
月
三
十
日
ま
で
延
長
し
て
収
集
し
ま
す
。
又
、

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
も
年
末
年
始
の
し
尿
収
集
は

特
別
日
程
を
組
ん
で
い
ま
す
。
収
集
日
を
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
は
3
0
日
ま
で

年
始
は
４
日
か
ら

年
末
は
、
大
掃
除
や
お
正
月
の
準

備
な
ど
で
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

清
掃
課
で
は
、
平
常
の
燃
え
る
ゴ
ミ

の
週
二
回
収
集
を
十
二
月
三
十
日
ま

で
延
長
し
ま
す
。

ゴ
ミ
を
新
年
に
持
ち
越
さ
な
い
よ

う
に
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
に
か
な
ら

ず
定
点
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

辰
轟
詰
聶
丿
語

一
レ
レ
ト

ー
ー

水
・
土
曜
日
の
収
集
地
区
一
1
2
月
2
9
日

一

１
月
５
日

一
川
副
釦

地
区

一

1
2
月
3
0

一
１
月
７

１
‐
ｉ
－

燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
十
二

月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
掲
載
の
日
程

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
燃
え
な
い
ゴ

家
具
・
べ
″
ド
な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ

や
物
置
の
整
理
な
ど
で
出
た
一
時
多

量
ゴ
ミ
は
、
随
時
、
電
話
で
収
ａ
ｉ
ｍ
.

込
み
m
付
て
い
ま
す
。
年
末
は
、

申
込
み
が
集
甲
す
る
こ
と
が
予
想
さ

ミ
も
、
収
集
日
の
当
日
に
か
な
ら
ず

定
点
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
ま
す
の
で
、
年
内
処
理
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
遅
く
と
ね
千
二
月
二

十
五
日
ま
で
に
申
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
料
金
は
ゴ
ミ
の
量
に

応
じ
て
頂
き
ま
す
。

年
末
は
2
9
日
ま
で

財
団
法
人
宇
治
m
ｗ
m
公
社

の
仙
郷
山
埋
Ｗ
一
処
分
地
は
、
十
二
月

三
十
日
か
ら
米
年
一
ａ
：
1
1
1
1
1
1
X
で
休

業
し
ま
す
。

年
末
は
、
処
分
地
か
混
籾
す
る
こ

と
が
于
■
i
3
r
ｏ
ｗ
≪
＜
'
ｐ
>
２
で
、
で
き
Ｑ

だ
け
早
め
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ゴ
ミ
に
カ
バ
ー
や

ロ
ー
プ
を
か
け
る
な
ど
、
し
っ
か
り

と
荷
づ
く
り
の
し
て
い
な
い
車
は
、

持
＊
＜
1
み
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
庄
意
く
だ
さ
い
。

「
冰
」

（
年
）

飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
よ
う

１8
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１
１
自
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
●
・
●
－
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
―
一
－
Ｉ
Ｉ
一
番
Ｉ
●
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
・
・
・
一
●
一
一
一
一
一
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
a

S
I
I
自
－
ａ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
回
1
1
1
1
1
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
ｌ
ｌ
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曇
Ｉ
Ｉ
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一
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
一
一
一
・
４
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
ｌ
ｌ
一

一
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
自
一
一
Ｉ
Ｉ
曇
曾
Ｉ
Ｉ
一
一
Ｉ
－
Ｉ
一
一
一
一
一
―
1
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
自
一
一
Ｉ
Ｉ
・
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自

仙
郷
山
埋
立
処
分
地

臨
時
（
有
料
）
ゴ
ミ

燃
え
な
い
ゴ
ミ

燃
え
る
ゴ
ミ

年末年始の
ゴミ・し尿収集

漣
皿
一

肱
６
λ

Ｇ

□

m
m

・
Ｊ
ぐ

゛
黙
匹
一

四
心

Ｓ
ｉ
ｇ
４
裏
。
’

ｍ
Ｊ

‘
I
S
-
Ｈ
ｍ
｛
ａ
ｎ
u
ｓ
I
p
s
ｇ

蕊
こ
饌
四万

一

匹

証票

舞

言
詮
課

一
流

と
ユ

ー

エ
ル

1
1

談
議
‥
」
鏃

年末年始のお知らせ
24日から特別収集

一‐１１－－
川

―

－

■
｀

｀ぶ
｛

？

一一

ｔ
一゛

｀

－

し尿収集

歩
こ
う
会

新
春
子
ど
も
大
会

出
初
式
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″
ワ
ー
イ
、
ぼ
く
ら
の
ア

ス
レ
チ
ヅ
ク
だ
’
十
二
日
、

小
倉
双
葉
園
保
育
所
に
フ
ィ

ー
ル
ド
ー
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が

完
成
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ー
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
は
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
づ
く
り
に
と
保
護
者

会
が
十
月
中
旬
か
ら
休
日
返

上
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
遊
具

で
す
。
大
き
さ
は
八
μ
四
方

で
高
さ
は
約
四
μ
。
古
い
電

柱
三
十
本
を
利
用
し
、
ス
ベ

リ
台
や
網
が
張
っ
て
あ
る
り

っ
ぱ
な
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
島
田
市
長
も
園

児
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
完
成

し
た
ば
か
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ー
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
誕
生

元
気
に
遊
ぼ
う

K
m
K
i
e
i
ｖ
t
ｉ
ｎ
ｘ
i
m
i
ａ
ａ
ａ
i
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
i
Ｘ
i
i
X
i
i
Ｘ
i

行発加肥り
ｇ

１り鉾秘㈲吽1 9 7

現
Ｅ
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
保
育

所
入
所
申
請
用
紙
を
各
保
育
所
と
福

祉
事
Ｓ
Ｓ
!
£
で
お
渡
し
て
い
ま
す
が
、

来
年
一
月
九
日
か
ら
受
付
け
を
行
い

ま
す
。

▽
入
所
申
込
み
で
き
る
人

来
年
四
月
一
日
現
在
で
、
生
後
六

ヵ
月
以
上
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
、

母
親
が
家
庭
ま
た
は
外
で
仕
事
を
し

て
い
る
な
ど
、
保
育
で
き
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
。

な
お
、
生
後
六
週
間
以
上
の
乳
児

（
五
十
五
年
一
月
三
十
一
日
現
在
で

出
生
届
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
を
対

象
と
し
た
産
休
明
け
保
育
を
こ
れ
ま

で
公
立
四
ヵ
所
（
善
法
は
今
年
十
月

か
ら
）
、
民
間
一
ヵ
所
で
奪
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
来
年
四
月
か
ら
新
た

に
公
立
の
三
保
育
所
で
む
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
産
休
明
け
保
育
を

実
施
す
る
の
は
次
の
保
育
所
で
す
の

で
希
里
者
は
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

槙
島
保
育
所
・
小
倉
双
葉
園
保
育

所
・
大
久
保
保
育
所
・
宇
治
保
育

所
・
北
小
倉
保
育
所
・
北
木
幡
保

育
所
・
善
法
保
育
所
・
く
り
く
ま

入所受付日と場所

Ｉ

所
園
所
園
園

所
育
育
育
育
育

５
育
保
保
保
保
保

傭
保
幡
し
倉
ま
ひ

野
木
よ
小
く
さ

所
広
北
か
西
り
あ
所

育
所
所
所
所
園
な
園
園
所
く
園
賄
四
す

保
育
育
育
育
育
園
育
育
所
園
保
で

繰
Ｈ
圖
回
目
…

－
北
槙
宇
木
の
明
南
伊
大
同
三
善
小
ひ
刹

所
所
所
所
一
園
園
所
園
所
所
課
ゝ

一
回

品

玉

受
北
宇
木
明
南
大
三
善
７

１

保
ず

Ｉ
Ｆ
ｖ

器
一
心
Ｊ
四
大
閲
・

ぐ
日
日
日
日
日
日
時

日
9
1
1
1
4
1
6
2
1
2
2
一
一
一
一

月
月

一
匹

月
月
月
月
○

１
１
１
１
１
１

保
育
園

▽
必
要
な
書
類

母
親
の
在
職
証
明
書
と
助
務
先
の

保
育
所
の
入
所
受
付

８
保
育
所
で

産
休
明
け
保
育
も
募
集

1月９日から

五
十
四
年
分
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
が

必
晏
で
す
の
で
ご
用
意
ぐ
だ
さ
い
。

▽
受
付
日
と
場
所

表
の
と
お
り
で
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
千
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

現
在
入
所
し
て
い
て
、
五
十
五
年

字
勧
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
入
所
申
闘
書
に
在
職
証
明
書
な

ど
を
そ
え
て
、
一
月
九
日
か
ら
十
六

日
ま
で
に
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育

所
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
育
所
で
申
込
み
の
で
き

な
い
人
は
一
月
二
十
一
日
（
月
）
か

二
十
一
百
（
火
）
に
福
祉
事
務
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
以
上
の

受
付
日
に
や
ひ
を
得
な
い
事
情
で
申

込
み
の
で
き
な
い
人
に
は
一
月
三
十

一
日
ま
で
受
付
を
し
ま
す
。

昼
間
里
親
制
度

保
育
所
の
ほ
か
、
個
人
の
家
庭
で

保
育
を
す
名
「
昼
間
里
親
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

保
育
の
対
象
と
な
る
の
は
、
来
年

四
月
一
日
現
在
で
、
生
後
六
週
間
以

上
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
す
。

希
里
さ
れ
る
人
は
一
月
二
十
一
日

（
月
）
、
二
十
二
日
（
火
）
の
い
ず

れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

福
祉
事
務
所
保
育
課
で
受
付
け
ま
す

の
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
保
育
課
）

こ
の
ほ
ど
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
被
保
険
者
の

助
産
費
支
給
額
が
六
万
円
か
ら
八
万
円

に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
の
出
産

に
適
用
さ
れ
、
出
産
費
用
の
増
加
に
よ

る
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
社
会

保
険
な
ど
の
助
産
費
と
の
格
差
を
是
正

す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
十
二
月
一
日
以
前
の
出
産
に

つ
い
て
は
改
正
前
の
六
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

（
保
険
年
金
課
）
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,そよかぜ号巡回日程

12月1日から実
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